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中高ドイツ語文芸作品における

wiplichとmanlich

ーその使用の状況をめぐる覚書－

平尾浩

はじめに

形容詞weiblich・ mannlichの古形である wiplich・ manlich （中高ドイツ

語）の中世文芸における使用の状況－副詞としての用法も含めてーにつ

いて，若干のメモを集めておきたい．

中世文芸においてwiplichという語はどのような意味あい，どのような

内容的関連をもって登場したか？ weiblichで、あれwiplichであれ，その基

本的な意味は a）「女性の；雌の」と， b）「女性的なくに＞Jに大きく分け

られようが，中世文芸において a）と b）の関係はどのようであり，「女性

的なくに〉」は，具体的にいかなる内容をもって「女性的」なのか，人が

wiplich tこ振る舞うと言われるとき，それはどんな振る舞いの可能性を含

んでいたのか？ そして同じ問題はmanlichに関してどのようであったの

か？

さしあたり，調査対象をドイツ中世文芸盛期 (12世紀末から13世紀）

の，筆者の手もとにあるおもだつた叙事文芸作品18万余行（，，Das 

Nibelungenlied 

Vierheber) ~·こ限る．さらにまた類義語 wibin, vrouwelich，またmennin,

degenlich等々を含めてWortfeld研究と言えるところにまで考察を広げる

ことをここでは断念し， wiplichとmanlichの二語のみについて考える．こ

れらの制限はたしかに不満を抱かせるが，許された紙幅から言ってやむを

えぬものであり，いわば準備的スケッチとして本稿を草することとする．
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I. wiplichをめぐって

1.意味内容による分類

中高ドイツ語内部における時代的変化や作家別の特色などをさしあたっ

て考慮せず，この語の用例を，意味内容からいくつかのタイプに分類して

みよう．

a）性別指示

今日のドイツ語でたとえばdieweiblichen Geschlechtsorgane （女性

性器；雌の性器）といった場合，形容詞weiblichは，「女性の；雌の」とい

う客観的・即物的な性別を表すのみである．ここに「女性的な；婦人にふ

さわしし、；優しし、；女々しし、」などといった思い入れを認める者はまさか

いまい．これと同様にwlplichがし、かなる感情もこめずに「女性の…」とい

う即物的性別を示す例は，当然，中世文芸にも多数見出されると考えられ

よう．その予想は裏切られる．

この種の用法を探索する場合， dieweiblichen Geschlechtsorganeの例か

ら推して， wlplichが身体部分に関連する場合にまず注目することは自然、

であろう．けれども，人間の身体部分の修飾であると言い切れる wlplich

は 動植物の雌を指す例が皆無であることは調査テクストの種類から

いって肯けるとしても 筆者の資料18万余行中のこの語の用例116のうち

に，わずかに次のような l例が見出されるにすぎない：

1) Lemberslint schoz sinen bolz I mit gefi..iegen worten stolz I gegen 

Gotelinde . I daz gait si Lemberslinde I Oz wipllchem munde, I so si beste 

kunde. Helmbrecht 1497 502 （レンベルスリントは彼の矢を，誇り高く巧みな

言葉と共に，ゴテリントへ向けて放った．彼女は出来るかぎりにGzwiplichem 

mundeレンベルスリントに応えたので、ある．）

wiplichが身体部分を修飾する唯一の用例において，この形容詞は単に

「女性の（口から）」とし、う即物的性別を意味しない．「女っぽい（口か

ら），優しい（口調で）」という感情をこめた，それも皮肉をこめた用法な

のである．

考察を身体部分に限らぬとして，一般的に見て，「女性の」から「女性的
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な；女性にふさわしし、」等への意味の転化が比較的弱くしか行われていな

い用例を探すとすれば，せいぜい次のようなものが見出されるに過ぎな

し、．

2）… ob si im trtiegen guote gunst I mit temperie uz wtirze kraft, I ane 

wiplich geselleschaft I so mtieser sine scharpfe not I han braht unz an den 

suren tot. Parzival 643・22-6（…たとえこの人びとが彼［＝ガーゥーァーン］に

好意をもち，よく効く薬を薬草から作ってくれたとしても，［寝床の中にJ

wlpllch geselleschaf tがし、なかったとすれば，彼はこの激しい苦しみをつらい死

に至るまで味わったに違いない．）

3) ir schoene cliu schoenet, I si zieret uncle croenet I wip uncle wiplichen 

namen. Tristan 8297-9 （彼女［＝イゾルデ］の美しさは女性全体を，そして

w1plicher nameを美しいものとし，飾り，それに栄冠を戴かせる．〉

4) swenne cles briesters hant I wanclelt gates lichnamen, I sol si sich clanne 

nicht zamen I von u凡＂plichenanegriffen? Von clem gemeinem lebene 156 9 

（僧の手が神の御体を変身させるとき［ニミサの問］には，その手は van

wiplichen anegriff en遠ざかるべきものではないか？）

5）… si vuorten mannes kleicler an I uncl hetenz ofte guot getan I an 

manger rlterschefte I mit wiplicher krefte. Wigalois 9138 41 （彼女らは男子の

装束を着け，多くの騎士の戦いに mitwlpl!cher kref teしばしば立派な働きをし

てきた．）

しかし「女性の」と「女性的なJ等との聞に明確な一本の境界線を引く

ことは，現実に不可能である．その唆昧さを感じさせるものは上例の中に

もあるし，また以下に扱うものにおいても同様である．だがし、ずれにせ

よ，「女性らしし、；女性にふさわしし、」等といったニュアンスをまったく

含まない即物的性別を表すwiplich，すなわちdieweiblichen Geschlechts 

organeのweiblichに相当する wiplichの用例が，きわめて稀にしか見出さ

れないということは言えるのである．これは筆者の調査対象がもっぱら宮

廷文芸作品であることと無関係ではないであろう．そしてまた，形容詞

wiplichと名詞 2格wibesとの役割分担の問題も関連してくるであろうこ

とを考えると，－lichによって作られた形容詞のもつ一般的な問題に立ち入

らねばならぬことともなる．しかしここでは，その議論への深入りは避け
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ておこう．

b）貴婦人称賛との関連で（優美，誠実，貞淑，優しさ，噌み等）

wiplichの使用頻度が圧倒的に高いのは，宮廷世界で敬愛を受け，名声に

包まれた貴婦人の容姿，心情，振る舞い等をpositiv tこ述べる箇所において

である．数多い用例の中から三三挙げるならば：

6) scone ir arme uncle hande, I wol gezieret mit gewande I minnecl!ch was 

ir lib al, I wol geschaf fen uncle smal I uncle wiblich genuch. Eneicl 5175 9 

（彼女［＝カミルレ］は腕も手も美しく，その姿全体は衣によって結構に愛ら

しく飾られ，形よくほっそりとしていて，いとも wlpl!chであった．）

7) Diu herzoginne Aclelheit I was cles fro uncl ouch gemeit, I claz sie claz 

kint hate erzogen I uncl so gar fi..ir unbetrogen I was gelobt i..ibr alliu !ant. I 

cl6 erte sie clen wlgant I uncl z6ch sich wipllche. Herzog Ernst 159-65 （公妃

アーデルへイトは息子をそのように育てたことを喜び，それを満足に思ってい

た．そして彼女はいずこの国においてもこの上ない称賛を浴びていた．彼女も

またこの若者を敬愛し， wipllchに振る舞っていた．）

つづいて多くの高貴な殿方が，知徳優れたこの未亡人との結婚を望んだこ

とが述べられるのである．

また，次例において王妃ラウディーネが囚われの身のイーヴェインに対

して，抗戦能力なき騎土を救わないならば，それは unwiplichであると言

うが，（これを裏返して考えられる） wiplichの意味は，文例 53),54）の

manlichのそれにも通じよう：

8) sit ir iuch ane getwanc I in mine gewalt hat ergeben, I naeme ich iu 

clanne claz leben, I claz waere harte unwiplich. Iwein 2296 9 （そなたはみずか

ら進んで自身を私の支配に委ねたのだから，そなたの命を私が奪ったならば，

それはまったく unwipllchな行為であろう．）

文例 6）のwiplichがもっぱら女性の外面的優美さを言うのに対し，文

例 7),8）にあっては，宮廷を統べる婦人たるものは，知徳，威厳，優し

き情などを具えた，堂々たる振る舞いを見せてこそ wiplichであるという

考え方が現れているのである．しかしおよそ宮廷的でpositivな意味におけ

るwiplichな存在としてどのような属性が考えられていたかを最も端的に

示すのは，次の例であろう．
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9) hie lit in disem steine I vrouwe Japhlte diu reine, I der ganzer tugent 

niht gebrast. I ir kiusche truoc der eren last. I an staete gewancte nie ir 

muot ; I si was gewizzen uncle guot I und truoc die waren minne. I mit 

zi..ihticllchem sinne I lebt si nach wipllchem sit ; I dem volget ganze triuwe 

mit. Wigalois 8261 70 （この墓中にヤフィーテ夫人眠る．清らかで，完き美徳、を

具え，その貞淑は重き栄誉を荷ない，その不変の心の揺らいだことはついぞな

かった．分別豊けく善き心をもち，真実の愛を抱いた人．噌み深き思いをもっ

て， w!pllchな生き方を守り通したが，このような生き方には完壁な誠実が，お

のずから寄り添うものである．）

rein, gewizzen, guotであり， ganziu tugent, kiusche, staete, wariu 

minne, zuht, ganziu triuweを身に具え， ereに包まれた婦人，宮廷世界で尊

重されたこれらの良きものを豊かに具えた婦人，そして彼女の生き方が，

wf plicher sit に適っていたとされるのである．

ここに並べられている諸徳がwiplichとの関連で登場する数多の用例の

うちから，いくつかを引用しよう．宮廷の宴における振る舞い方をギブ、ル

ク夫人は侍女たちに説くが， kiusche（慎み深さ，貞節）と結びついた

wiplichなgtiete（良さ，優しさ）こそが，殿方を振るい立たせるこよなく

愛でたきものであるとして讃えられる：

10) nu gebaret gesellecllche. I nie fi..irste wart so rlche, I ern hoer wol einer 

meide wort. I ir sitzet hie oder dort, I parrieret der rlter iuch benebn, I dem 

suit ir die gebaerde gebn I daz iwer kiusche im sl bekant. I bl vriundln 

vriunt ie ellen vant : I diu wiPliche gi..iete I git dem man h6hgemi..iete. 

Willehalm 247・23248・2（さあ，愛想良くなさい．どんなに身分高貴な殿で

あっても，姫の言葉には耳を傾けてくださいます．また騎士量生を交えてすわっ

ているときには，あなた方がt慎み深い女性であることを感じていただけるよう

に振る舞うのですよ．親しい女性の傍にあってこそ，殿方は元気になられるの

です.wlpllchな優しさこそ殿方の気持ちを高らかなものにするのです．）

また，，Titurel“におけるある箇所では，女性の優しくて雅びな態度が男

の心にも kiusche（慎み，貞節〉と staetekeit（不変の心，誠実）を与える

ことが説かれる：

11) Ich weiz wol, swen wiplichez lachen enphaehet, I daz imere kiusche 

uncle staetekeit dem herzen naehet. Titurel 5・1~2 (wlpllchな徴笑みに迎えら
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れると，その心には必ず慎みと誠実が近づくことを，私はよく知っている．）

そして wiplichな生き方と結びついて，しばしば登場する徳は triuwe

（誠実）である．亡夫を慕って、泣き叫ぶラウディーネの姿に，イーヴェイ

ンは彼女のglieteとwiplichiutriuweを見，思慕の念はいよいよつのる：

12) do si her Iwein eine ersach I uncle ir meinlich ungemach, I ir starkez 

ungemi.iete I uncle ir staete gi.iete, I ir wzpllche triuwe I und ir senliche 

riuwe, I do minnet er si deste me，… Iwein 1599-605 （イーヴェイン殿は彼女

が一人になったのを見，彼女の深い苦悩，激しい悲しみ，そして彼女の変わら

ぬ愛，彼女のwiplichな誠実，そして夫を恋うる彼女の嘆きの様を見るにつけ，

彼の心には彼女への愛がますます強く燃えさかるのであった…）

逆に，夫へのtriuweを早々に捨てて別の男に鹿くのはunwiplichである．

死んだ（と見られる〉夫の傍から妃エーニーテを引き離し，自分との祝言

の席に連れようとするオリングレス伯に対して，エーニーテは叫ぶ：

13）… ob ich nu aeze I und so schiere vergaeze I des aller liebisten man I 

den ie wip me gewan, I daz waere ein unwzpllch maz：… Erec 6382 6 （私が

いま食卓について，かつて女性の得たもっとも好ましい般をそう早ばやと忘れ

るならば，それは einunwzpllch maz ［女性にふさわしからぬ宴席］であろ

う…）

なお例 9）にあるwiplichersit （婦人らしい生き方〈流儀〉）という結び

つきは全部で10例見出されるが，意味の比較的neutralな名詞siteとsinを

例にとり，それの付加語として用いられたwiplichについて考察すること

も，この形容詞の意味内容を浮かび上がらせるためには有効であろう．

wiplicher siteはさまざまなニュアンスをもちながら，懇ろで優雅な態度，

貞淑な生き方，慎み深さ等を表し， negativな意味では一度も用いられて

し、なし、：

14) si hiez in willekomen sin I und kuste in an sinen munt. I die andern 

vrouwen ta.ten im kunt I ir gruoz nach wipllchem sit. Wigalois 8658 61 （彼

女は彼に歓迎の気持ちを表し，彼の口に接吻をした．他の婦人方はwiplichな流

儀に従って彼に挨拶を送った．）

15) ez enwart nie wip geschicket baz : I der frouwen herze nie vergaz, I im 

enfilere ein werdiu volge mite, I an rehter kiusche wiplich site. Parzival 
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54・236 （彼女［＝ベラカーネjより美しい女性はかつて生まれておらず，彼女

の心は真実の貞淑さを具えたwiplichな生き方を，高貴な伴として選ぶことを

ついぞ怠らなかった．）

16) ouch sagte mir vrou Minne I daz mit gelichem sinne I mit jamer in ir 

herzen vaht I ein wlp nach der naehsten naht, I niht <lurch wf plfchen site. 

Der guote Gerhart 4993-7 （そしてまたミンネ夫人が私に言った．ある婦人が殴

と同じ心を抱いて胸中悶えながら［まぐわいのできる］来たるべき夜を待ち焦

がれていたが，それはwlplichな生き方にふさわしくないことであった．）

例 16）との関連で言及するならば，みずからまくやわいを求めるの

は慎みを欠いた態度であって，およそwiplichな行為ではない．した

がってノミルチヴアールの寝室をはじめて訪れた貞淑なコンドヴィー

ラームールスの心境について，作者は，彼女がwiplichな錠を守って

いたことを明らかにするために，次のような説明を忘れない．

17) ez prach niht wfplfchiu zil : I mit staete kiusche truoc diu magt, I 

von der ein teil hie wirt gesagt. I die twanc urliuges not I und lieber 

helfaere tot I ir herze an sりJhezkrachen, I daz ir ougen muosen wachen. 

I do gienc diu ki..ineginne, I niht nach solher minne I diu solhen namen 

reizet I der meide wlp heizet, I si suochte helfe unt friundes rat. Parzival 

192・213 (wlplichiu zil ［女性として守るべき限界］は破られなかった．姫は

貞節を変わることなく抱いていたが，彼女についていささかお話しするとし

よう．戦いの苦難が彼女を苦しめ，愛する援助者の死が彼女の胸を締めつけ

ていたので，彼女は眠ることができなかった．女王がパルチヴアールのもと

へ来たのはそのためであって，乙女を女とするたぐし、のミンネを求めてでは

決してない．彼女が求めていたのは，友の援助と助言であった．）

wiplfcher sinという結び付きも少なくないが，これも貞淑や誠実との関連

で登場し，やはり例外なく positivな意味において用いられる：

18) uns tuot diu aventiure kunt, I wie von Pelrapeire diu ki..ingegin I ir 

kiuschen wfρlfchen sin I behielt unz an ir Jones stat, I da si in h6he saelde 

trat. Parzival 734・10-14（ベルラベイレの女王がその貞淑で、wlplichな心を抱き

つづけ，報いとして浄福を得る場に到る経緯を，原典はわれらに教えている．）

19) Gahmureten duhte san I swie si waere ein heidenin, I mit tnwen 

wf plfcher sin I in wlbes herze nie geslouf. Parzival 28・10-13（彼女［＝ベラ

カーネ］はたしかに異教徒ではあるが，かくも誠実な， wlplichな思いが婦人の

心に住みついたことはついぞないと，ガハムレトはすぐに考えた．）
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そしてwlplichは宮廷貴婦人のみならず，都市婦人を称賛する箇所にも

やがて登場するようになる.,,Seifried Helbling“における理想の婦人の描

写の中には次のような箇所が見られるが，彼女が旧来の意味での宮廷婦人

であるとは，コンテクストから言って，もはや考えられない：

20) sie was diemi.iet und wise ; I nach wipllchem prise I ze got stuont ir 

gemi.iete, I umb helfe siner gi.iete I gert sie dicke hin ze got. Seifried 

Helbling卜 135862 （彼女は慎ましく賢明で， wiplichな称賛を求めて，思いを

常に神に向けている．優しき恵みの御救いを下さりませと，彼女はいつも神に

祈っているのである．）

また商人の妻に関しでも：

21) des volgete im vrou Irmengart I in aller wiplicher art. Die zwei 

Kaufleute 244-5 （その事においてイルメンガルト夫人は， wiplichなあらゆる

やり方を尽くして夫に従っていた．）

ところで形容詞wlplichは，どのような名詞にかぶせられることがとく

に多かったで、あろうか？この語が付加語として用いられた総計98例のう

ち， 3例以上の結び付きは次の通りである：

guete 16 site 10 sin 7 pris 7 ere 6 

triuwe 6 zuht 5 kiusche 3 herze 3 geselleschaft 3 

（以下28種の名詞がそれぞれ2-1回wiplichを付加語として用いられている．）

上表の示すのは付加語としての用法のみであるが， wlplichに関して当

時の宮廷人の抱いていたイメージを窺うためには，ある目安を与えてくれ

るであろう（ II, 2参照）．

c）感情表現の抑制，男性に対する従順

上記のような宮廷的美徳を具えて生きる女性を，詩人たちはもっとも頻

繁にwlplichと呼ぶのであるが，そのような態度はさらに，憂いや怒りなど

の激情を外へ向けて発せず，それを密かに内面に抱いて耐える生き方にも

連なり，そういった態度との関連でwiplichがしばしば用いられる．たと

えば夫エーレクの過ちを知りながら，それを夫に訴えることなく，ひとり

己の胸におさめて苦しんでいるエーニーテの生き方を，作者はwlplichと

するのである：
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22) si begunde dise swaere I harte w'iPlichen tragen. I企reckegetorste siz 

niht klagen : I si vorhte in da verliesen mite. Erec 3009 12 （彼女はこの苦し

みを，いとも wiplichに耐えていた．エーレクに向かつてそれを訴える勇気を具

えてはいなかったのだ．訴えたばかりに彼を失うことにならないかと，彼女は

恐れていたのである．）

皇妃アーデ、ルへイトは，夫たる皇帝が，彼女と先夫の聞に生まれたエル

ンストに対し，中傷に操られて激しく憤ると，やがて彼女は反論を慎んで

私室に寵もる．この行動を作者はwiplichと呼ぶ：

23）… si getorste in do niht mer gebiten. I mit vii wipl'ichen siten I g1enc 

sie do dannen drate I hin zir kemenate. Herzog Ernst 1019 22 （皇帝にもうこ

れ以上懇願をせず，いとも wiplichなやり方で，彼女はただちにそこを去り，私

室に寵もった．）

したがって男性への恨みや怒りをあまりに激しく表現することは，

unwiplichと言われねばならない．ラヴィーニアは，つれないエーネーア

スに対する恨みの言葉を心の中に発したあとで，反省する：

24) wie han ich nu geredet so? I daz ich dar zime solde gan I daz ware 

unw'ibl'ich getan I und ware laster, tate ich daz. Eneid 11546 9 （わたしはど

うしてあんなことを言ってしまったのかしら．あの方にあんな対し方をするな

らば，それはunwiblichなことだ．ほんとにそんなことをしたら，わたしの恥辱

だわ．）

騎士モーリツの眠っている姿を見て怒った伯夫人は，約束していたミン

ネをかなえることなく立ち去るが，その行動を侍女は評して：

25) ir hat ir ere verlorn I ein unwゆlicherzorn. Moriz von Craun 1409 10 

(unwiplichな怒りによって，奥様は名誉を失ってしまわれました．）

そしてこのような感情の抑制は，男性への絶対的服従にもつながる．た

とえばエーレクの理不尽とも言える命令にエーニーテはひたすら従って馬

丁の役を務めるが，この態度も wiplichと呼ばれるのである：

26) vii wiplichen si do leit I dise ungelernet arbeit I und dar zuo swaz ir 

geschach I an ir herzen ungemach. Erec 3280-3 （まことにwiplichなやり方

で，彼女は慣れないこの苦役に，そしてまた，彼女の心を苦しませる，あらゆ

ることに耐えたのである．）
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d）激しい感情表現

ところが上に見てきた態度とはある意味では正反対の，抑制のきかな

い，ヒステリックとさえ呼ばれるべき感情暴発を－それが自己に向けら

れるのであれ他者に向けられるのであれ－ wiplichと呼ぶ例も，稀ながら

存在するのである．重傷を負って失神したエーレクの上に身を投げて，

エーニーテは己の髪をひきむしりながら泣き叫ぶが，この行為を作者は

wiplichと呼んでいる：

27) daz hiir si vaste Oz brach, I an ir Jibe si sich rach I nach wiplichem 

site, I wan hie rechent si sich mite. I swaz in ze leide geschiht, I da wider 

tuont die guoten niht, I wan daz siz phlegent enblanden I ougen unde 

handen I mit trehenen und mit hantslegen, I wan si anders niht enmegen 

Erec 5760-9 （彼女は髪の毛を引きむしり， wipllchなやり方で，おのが体を痛め

つけた．このようなとき，女性はおのが身を責めるもの．優しき女性は悲しみ

に遭うと，それに対しては抗いもせず，己の目と手を涙と打榔で苦しめるのが

常である．それ以外に，何をすることもできぬのである．）

28) do si der rede vii getete I und si den Tot mit ir bete I niht mohte 

i.iberwinden I noch ir willen vinden I daz er si naeme in sinen gewalt, I 

vii wiplichen si in do schalt I als ir der wille gebot. Erec 5908 14 （彼女は盛

んに述べたてたが，どんなに頼んでも「死」の君は動かされず，征服せよとい

う彼女の望みはききいれられなかった．すると彼女はいとも wiplichなやり方

で，思いのままに「死」の君にあたりちらした．）

感情の暴発をwiplichと呼ぶとき，それが歓喜の情である例は，筆者の

資料に皆無である．悲嘆の情であり，同時にそれは愛する者への思慕，誠

実の露われである．その意味において，文芸作品に用いられたこの種の

wiplichも，婦人を誠実なる者として示しこそすれ，婦人を皮めるもので

は決してない．

e）「悲嘆Jとの関連で

いずれにせよ，中世文芸に登場する wiplichな感情は「悲嘆」との縁があ

まりにも深いようである．

愛する者を失った婦人が「悲嘆」に浸ることは誠実，貞淑の現れであ

り，この嘆きこそwiplichである．その情景をわれわれは既に文例 12),
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27), 28）等に見たが， wiplichという語は，およそこのような悲嘆の場に

似つかわしいらしい．死んだ（と思われる）エーレクを嘆き悲しむェー

ニーテに弁すして，オリングレス伯は：

29) ich muoz iu des von schulden jehen I daz ir wipllchen tuot, I und 

dunket mich von herzen guot I daz ir klaget iuwern man, I wan da schinet 

iuwer triuwe an. Erec 6223 7 （わたしはそなたにどうしても申さねばならない

が，そなたの振る舞いはまことにwiplkhなものである．そしてそなたが夫殿を

嘆かれるのは良きことであると，わたしには心から思われる．なぜならそこに

こそ，そなたの誠実が現れている．）

また夫の死を激しく悲しむラウディーネに向かつて侍女ルーネテは忠告

する：

30) ez ist wiplich daz ir claget, I und muget ouch ze vii clagen. Iwein 

1800 1 （あなたが悲しまれるのはwiplichではありますが，お悲しみが深過ぎる

のかも知れませぬ．）

オルゲルーゼは亡くなった愛人チデ、ガストを偲ぶが：

31) do twanc si wiptichiu not I nach im dennoch ir riuwe. Parzival 

729・223 (wiplkhな苦しみがその時もなお彼を偲ばせて，彼女を悲しませずに

はおかなかった．）

ヴィレハルムがギブ、ルクの愛を得たことによって，戦いが起こり，多く

の騎士が命を落とすこととなるが，そのためのギブ、ルクの悲しみを：

32) swaz si genade an im begienc, I diu wart vergolten tiure, I also daz diu 

gehiure I ouch wipllcher sorgen pflac. Willehalm 14・4-7（彼女が彼にどれほ

どの愛を与えたにせよ，それには高い代価が支払われたので，この優れた婦人

はwiplichな苦悩を味わった．）

またリーアメーレの悲嘆について：

33) im waren die sine I gar gevangen und erslagen. I daz begunde si 

herzenliche klagen I mit wipllcher swaere ; I ir wart der lip unmaere I daz 

si ir tn1t het verlorn. Wigalois 9971 6 （彼の軍勢は捕らえられるか殺されるか

であったので，彼女はwiplichな苦しみを抱いて心から嘆いた．愛する者を失っ

て，彼女には生が疎ましいものとなった．）

愛する者を失った場合のみならず，およそ嘆き悲しむ行為はwiplichと

され，そして wiplichな悲嘆は，心の剛き男子の為し能わぬ，優しい情の龍
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もった行為として， positiv に扱われる．苦難の旅の途上，エーレクとエー

ニーテはアーサー王宮廷の人びとと出会う．アーサー王妃とエーニーテは

懇ろに語り合い，睦まじく嘆き合うが，そのような行為が wiplichと呼ば

れるのである：

34) da wart vii wipliche I von in beiden geklaget, I vii gevraget und 

gesaget I von ungewonter arbeit I die vrouwe ~nite erleit. Erec 5107 11 

（エーニーテ夫人の蒙った世にも稀なる苦難について，二人はそこでいとも

wiplichなやり方で嘆き，いろいろと尋ね，また語り合ったのである．）

したがって人の不幸を嘆かないのは，情を欠いた，褒められぬ行為で

あって， unwiplichと呼ばれねばならぬ：

35) swelich wip daz versaz, I daz si den ungesunden I beweinten niht ir 

wunden, I daz was unwiplicher muot. Die Klage. 718-21 （傷を受けた者のそ

の傷に涙せぬような婦人はunwiplichな心の持ち主であった．）

しかしwiplichな悲嘆は，情の寵もった行為ではあっても理知の所為で

はない．妹を妊娠させたことを知った兄が策を失い，嘆き悲しむのは

wzplich weinenとされる：

36) diu swester sach ir bruoder an, I si sprach : ,,gehabe dich als ein man, 

I la din wiplich weinen stan I (ez enmac uns leider niht vervan）…“Grego 

rius 465 8 （妹は兄を見つめて言った．「男らしくなさいませ.wiplichな涙はお

やめなさい．（泣いたとてなんの役に立ちましょう）…J)

これにあって wiplichは「（女のするように）女々しい，分別の働かない」

行為を指し，明らかにnegativな評価を含んでいるが，この種の例は稀に

しか見出されず，男性に関して用いられる場合に限られている．

f) 「母性」との関連で

wiplichの用例の中には，とくに母性に重点を置いたものもある：

37) froun Adelheite der ktinigin I gemi.iete moht wol swaere sin, I ob ir 

unsanfte troumte, I daz ir wipheit ze sorgen zoumte I umb ires lieben 

sunes not ; I ir wiplich triuwe daz geb6t. Herzog Ernst D 3447 52 （王妃アー

デルへイト夫人は悪夢を見て苦しかった．女性としての彼女の気持ちは愛する

子息の苦難を憂えざるをえなかったのだ．それも彼女の wiplichな誠実ゆえの

ことであった．）
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そして母性行動は衝撃的に現れることもある．身寵もったヘルツェロイ

デは激情に！駆られて，自分の乳房を口に押しつけるが，このような行動

もwiplichとされるのである：

38) diu frouwe enruochte wer daz sach, I daz hemde von der brust si 

brach. I ir bri.istel linde uncle wfz, I dar an kerte si ir vlfz, I si dructes an ir 

roten munt. I si tet wipliche fuore kunt. Parzival 110・23-8（夫人は誰に見ら

れようと気にせず，肌着を胸から引きちぎり，柔らかで白い乳房を握って，懸

命に己の赤い唇に押しつけた.wfpllchなしぐさであった．）

g）「膏力の弱さ」との関連で

稀ではあるが， wiplichが「（脊力が女のそれのように）弱い，萎えた」と

いう意味で用いられる例もある：

39) nu haten si sich also gar I erwi.ietet und ervohten I daz si niht mere 

mohten. I ir siege wiplichen sigen : I so garwe waren si erwigen I daz da 

von niht schade geschach. Erec 891 6 （彼らはあまりに猛り狂って，剣を振る

いつづけたので，今はもう力が尽きた．打ちおろす力はwfpllchに衰えて，何を

傷つけることもなかったのだ．）

2.その展開

wiplichの用例を，その具体的なコンテクストによっていくつかのタイ

プに分類したが，各タイフ。聞の境界は必ず、しも明瞭ではないので，各タイ

プの作品別の頻度を綿密に示そうとすることには，あまり意味がないであ

ろう．ここでは用例総数についての作品別頻度を表示するにとどめておこ

う．

Das Alexanderlied (Stra.Bburger Fassung) 

Heinrich von Melk : Das Priesterleben ; Von dem 

。
gemeinem lebene ; Von des todes gehugde 

Pfaff e Konrad : Das Rolandslied 

Herzog Ernst 

Heinrich von Veldeke : Eneid 

Moriz von Craun 
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。
4 

2 

（内： unwfpllch1) 

（内： unwfpllch1) 
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Hartmann von Aue : Erec 

Hartmann von Aue : Gregorius 

Hartmann von Aue : Der arme Heinrich 

Hartmann von Aue : Iwein 

Das Nibelungenlied 

Die Klage 

Wolfram von Eschenbach : Parzival 

Wolfram von Eschenbach : Willehalm 

Wolfram von Eschenbach : Titurel 

Wirnt von Grafenberg : Wigalois 

Gottfried von StraI3burg : Tristan und !sold 

Rudolf von Ems : Der guote Gerhart 

Kudrun 

11 

（内： unwiplich1) 

。
3 

（内： unwiplich1) 

。

（内： unwiplich1) 

35 

8 

7 

10 

4 

11 

（内： unwiplich1) 

。
Wernher der Gartenaere : Helmbrecht 1 

Konrad von Wi.irzburg : Engelhard 1 

Konrad von Wi.irzburg : Heinrich von Kempten 0 

Konrad von Wu』rzburg: Der Welt Lohn 0 

Konrad von Wi.irzburg : Das Herzmaere 0 

Ulrich von Etzenbach(?) : Herzog Ernst D 6 

Seifried Helbling 5 

Ruprecht von Wi.irzburg : Die zwei Kaufleute 4 

計 116

wiplichが，言語生活においてきわめて基本的な位置を占める名詞wipか

ら作られたものであることを考えると，全18万余行中のwiplichの用例数

116は，筆者の予想したより少いものであり，この形容詞（副詞）の使用が

時代をかなり下ってようやく頻繁になることが，筆者にはいささか意外で

あった．

また「女性の」とし、う即物的性別を意味する用例がこれほどに稀である

とも，筆者は予想していなかった。
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古高ドイツ語における状況はここでは考察外におくが，手もとの古高

ドイツ語辞書の wibili(c)hの項目に，， Pron.-Adj., jede Frau. 0.“， 

wiblihhoの項目に”Adv.,wie die Frauen. N.“とのみ記されていることか

ら考えて，形容詞（副詞〉としての使用が頻繁であったとは期待できない

であろう．筆者の資料内においては，この語の最古の用例は十二世紀中葉

のHeinrichvon Melk によるものであるが，，，DasRolandslied“には

wiplichは皆無で、あり，，，HerzogErnst 

はきわめて疎らにしカ道見出されない．まして意外であったのは”Das

Nibelungenlied“にwiplichがただの一例も発見されないという事実であ

る．そして時代は下るが，，Kudrun“にも wiplichはまったく見出されない．

いわゆる英雄叙事詩と騎士叙事詩の間の語棄の隔たりを示す例のーっとし

て注目に価する．

総数においても行数比においても，この語をもっとも頻繁に使用したの

はヴォルフラムであり，彼にあっては宮廷的な婦人礼讃との関連におい

て，婦人を讃える名詞にかぶせる付加語としての用例がきわめて多い

C wiplichiu gtiete I ere ; wiplicher pris等々）．しかし宮廷婦人を絢欄と賛

美する場面に多く登場するこれらの用例は，宮廷世界でのすでに固定した

イメージを前提としており，現実の女性に対する考察をそこに認めること

は不可能であって，文例 26）～29)'34）等を見れば，現実生活での女性独

特の振る舞いに対するリアルな認識をふまえているのは，使用頻度は低く

ても，むしろハルトマンであったと思われるのである．

II. manlichをめぐって

1.意味内容による分類

wipの反義語としてのmanから作られた形容詞（副詞） manlichの意味

内容についても，一瞥しておきたい．

a）性別指示

40) manliche sprach daz wip, I als ob si manlichen lip I und mannes herze 

trUege. Willehalm 95・35 （婦人はmanlichに語った．あたかも manlicherlipと
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男子の心を持っているかのように．）

この二つのmanlichの間の意味の差異は明らかである．前者が「雄々しく，

堂々と，毅然としてJを表すのに対し，後者は次行のmannesと同義で並

べられ，「男子の」という性別を示す．しかしwiplichにおけると同様，即

物的な性別指示としてのこの種のmanlichの用例はごく稀である．

b）武人称賛との関連で（勇猛，剛毅，雄々しさ等）

41) Wie vii si sorgen dolten, I und wazs ouch freude erholten, I und wie ir 

manlichiu kunst I wlbe minne und ir herzen gunst I mit ritterschaft 

bejageten, I und dicke also betageten I daz mans in h6hem prise sach! 

Willehalm 7・I7 （彼らはいかに多くの苦しみに耐えねばならなかったことか，

またL、かに多くの喜び、を得たことか．彼らのmanlichiukunstは騎士の闘いに

よって婦人方のミンネや心からの好意をなんと見事に獲得したことか．そして

世の人びとの称賛のうちに日々を過ごしたことか．）

「武技」を指して manlichiukunst （男子のく男子にふさわしき〉技」）

とし、う上例が典型的に示しているが， manlichの用例として圧倒的に多く

見られるのは 騎士試合におけると実戦におけるとを問わず－闘いの場

での「勇猛Jを言うものである．

42) er brahte manigen Persen I zo deme strlte. I di waren gesamenet wlte 

I und heten manlichen milt. Alexanderlied 3243-6 （彼は多くのベルシャ人を

戦いの場にもたらした．それは遠くから集められた者たちであり， manl!chな

心の持ち主であった．）

43) des wart harte gr6z diu not I in alien tiutschen richen, I wan er sich 

manllchen I sehs jar des riches werte，… Herzog Ernst 1188-92 （それゆえに

ドイツのすべての国々に大いなる苦しみが生まれた．というのも彼は六年もの

間manllchに，皇帝に抗して戦ったからである．）

44) menliche und unervaert I sach man ze beiden slten I vii werder ritter 

strlten. Herzog Ernst D 902-4 （大勢の優れた騎土たちが双方共に怯むことな

くmenl!chに戦う姿が見られたのである．）

45) daz ist ein manlich rlten, I wil er mit swerten strlten I und gegen 

rennen mit dem sper! Seifried Helbling I ・ 852-4 （剣をかざし，槍を構えて，

敵に立ち向かおうとするならば，その馬上の騎士の振る舞いはmanllchなもの

である．）
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しかし,Qi、ずしも戦闘場面とはかぎらず，堂々たる・雄々しい・濠々しい

姿を述べる箇所においても manlichはしばしば用いられる：

46) zeware, dirre man der ist I ein menlich creatiure ; I sin wat und sm 

figiure I si schepfent wol an ime den man : I si zement so wol ein ander 

an ; I sin dine ist allez wol gewant. Tristan und Isold 10854 9 （まことにこの

男［＝トリスタンjはmenlichな人物だ．装束と身とが一つになって，非のうち

どころのない男子の姿だ．それらが互いに良く似合っている．身に着けている

ものがすべてすばらしい．）

それは外面的な姿のみならず，女々しさのない心，決然たる態度，毅然

とした生きざま等を指すことも多い．グルネマンツはパルチヴアールに教

えを垂れて言う：

47) Sit manlich und wol gemuot : I daz ist ze werdem prise guot. Parzival 

172・78 (manlichでまた意気高らかであるように．それは立派な称賛を得るの

に役立とう．）

騎士に対する教えに manlichの用いられる類似の例は，他にも見られ

る．敬神，婦人敬愛，尚武の心の必要を説いたあとに：

48) zem vierten manlich h6chgemuot，… Seifried Helbling W. 1190 （第四の徳

として， manllchで意気高らかにあるように…）

したがって悲嘆にくれるのはmanlichではない．嘆き悲しむエッツェル

をunmanlichと呼ぶとき，この用法は I, 1, e）に言及されたwiplichに通

じ，男子にあってはnegativな評価を受ける：

49) des sin wir von iu ungewent, I daz ir unmanliche tuot. Die Klage 

1024-5 （われわれがあなたのunmanlichな振る舞いに出会うのはいまだ験しの

ないことだ．）

c）「膏力の強さJとの関連で

当然のことながら manlichは脊力の強さ，逗しさを表すことともなる．

たとえば待ち伏せるアスカーニウスに近づいた鹿に対して：

50) den bogen her manlichen zoch. Eneid 4638 （弓を彼はmanlichに引き絞っ

Tこ．）

とあるが，鹿を相手とするこの行為をmanlichと呼ぶならば，それは「勇

猛」よりも，むしろ「逗しい力Jを表すと解される．もとより，「勇猛」と
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「脊力の強さ」は明瞭に区別されるものではないが，いずれにせよ，エー

レクとイーデールスの闘いぶりに用いられた，つぎのような manlichは，

文例39）の「脊力の弱さ」を表すwiplichに相対するものである：

51) ir vehten was manlich.Erec 845 （彼らの闘いぶりはmanllchであった．）

そして闘いが長びいて疲労が現れてくると，エーレクは言う：

52) unser siege gant niht mαnlichen, I wir vehten lasterllchen. Erec 904 5 

（われらの剣の振るい方はmanllchではない．かような闘いぶりはわれらの名

折れになる．）

d）宮廷騎士称賛との関連で（憐懸，情け，寛大；曙み，優雅；公正，誠

実等）

しかしこの語は，いたずらに「勇猛」「剛健」であるのみならず，宮廷騎

士のとるべきフェアな態度を崩さぬ者，寛大で情け深い行動をとる者，優

雅な噌みを保つ者等に関連しでも用いられる．婦人の庇護のもとへ逃げた

敵を迫害しないことがwiplichとされる例はすでに見たが，それと同じ態

度が騎土にあってはmanlichと呼ばれるのである：

53) lch hart ie sagen, swa ez so gez6ch I daz man gein wibes scherme 

vl6ch, I da solt ellenthaf tez jagen I an sime st rite gar verzagen, I op da 

waere manlich zuht. Parzival 415・H （私がし、つも聞いたことだが，もしある

男子が庇護を求めて婦人のもとへ逃げたなら，どんなに激しく追撃している場

合でも manlichな噌みのある騎士は追うのをさし控えるとのことである．）

決闘の最中に剣が折れて抗戦能力のなくなったノミノレチヴアールを，異教

の騎士フェイレフィースは攻撃せず，自分も剣を投げ捨てるが，それも

manlichと呼ばれる行動なのである：

54) der heiden stare uncle snel I tet manliche site schin，… Parzival 

747・123 （強く勇敢なその異教徒はmanlichな振る舞いをした…〉

また極端な場合，大勢の味方の戦死を悲嘆することこそ manlichと呼ば

れもする．こうなると文例 47）～49）に見られる manlichなあり方とは正

反対で，それはむしろ文例 29）～35）に窺われる wiplichなあり方に通

じ，悲嘆することがpositivな意味でmanlichとされるに至るのである：

55) des muoz ich immer jamers pflegen, I ob ich han manlichen sin. 
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Willehalm 51・189 （私にmanllchな心があれば，私はいつまでもそれを嘆かね

ばならぬ．）

そして何より，男子たるもの婦人に悲しみを与えず，ミンネにおいて誠

実であってこそmanlichと呼ばれうるのである：

56) da von mtieze er unsaelic sin, I des wtinschet im der wille min, I swer 

den wlben leide tuot, I wan ezn ist manlich noch guot. Erec 5770 3 （それゆ

えに，女性に悲しみを与える者に災いあれ．それを私の心は願うのだ．そんな

行為はmanlkhでもなければ高貴でもない．）

ガハムレトは遠くに残して来た女王ベラカーネを恋うて：

57) ez ist <loch vii manlich, I swer minnen wankes schamet sich. Parzival 

90・278 （しかし不実な恋を恥じることこそ，まことにmanllchで、ある）

クールネマンツはパルチヴアールに騎士の心得を説いて：

58) und lat iu liep sin diu wlp : I daz tiwert junges mannes llp. I gewenket 

nimmer tag an in : I daz ist reht manlicher sin. Parzival 172・9-12（またご

婦人方を愛するように．それは若者の価値を高めよう．婦人方を敬愛するに不

変の気持ちをもってするように，それが本当のmanllchな心というものだ．）

クールネマンツの教えをひたすらに守るパルチヴアールは完壁な manlzch

zuhtを具えていたとされるが（Parzival188・15），それはいたずらに勇猛

な行動に走るという意味ではなく，宮廷人としての噌みを身につけ，もは

やtumbで、はなかったことを意味する．

そしてさらにmanlichとし、う語は「宮廷的な，優雅な」をもっぱら意味

する hofsch, kurtoysと併用されさえするのである：

59) er reit zin uncle enpfienc se s6 I daz se al gelkhe sprachen dδ I daz 

der werde Ga wan I waere ein manlich hof sch man. Parzival 677・21-4（彼

［＝ガーヴァーン］はその者たちのところへ行き，丁重に挨拶をしたので，彼

らは皆口を揃えてこの高貴なガーヴァーンはmanllchで凶fschな人物だと言っ

た．）

60) daz ors von rabblne spranc I gein dem jungen Franzoys, I der ouch 

manlich und kurtoys I was und dar zuo h6h gemuot, I als noch der prises 

gerende tuot. Willehalm 24・812 （駿馬は若いフランス人に向かつて襲いか

かった．フランス人もまたmanllchでkurtoysであり，加えて栄誉を求める今日

の勇士と同様，意気高らかであった．〉
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2.その展開

manlkhの総用例数を作品別に表示するならば：

Das Alexanderlied (Straf3burger Fassung) 10 

Heinrich von Melk : Das Priesterleben ; Von dem 

gemeinem lebene ; Von des todes gehugde 0 

Pfaff e Konrad : Das Rolandslied 1 

Herzog Ernst 17 

Heinrich von Veldeke : Eneid 37 

Moriz von Craun 0 

Hartmann von Aue : Erec 

Hartmann von Aue : Gregorius 

）
 

9
 

3
 ・E

E
－－

－EE
A
 

2 

（内 unmanlich1) 

Hartmann von Aue : Der arme Heinrich 0 

Hartmann von Aue : Iwein 5 

Das Nibelungenlied 

Die Klage 

。
2 

（内 unmanlich1) 

Wolfram von Eschenbach : Parzival 

Wolfram von Eschenbach : Willehalm 

〉
句

S4
 司

i
司

i

Wolfram von Eschenbach : Titurel 

〕

）
4

5

 

4

4

 
nu

’I
 

円

i

Wirnt von Grafenberg : Wigalois 10 

Gottfried von Straf3burg : Tristan und !sold 9 

Rudolf von Ems : Der guote Gerhart 8 

Kudrun 0 

Wernher der Gartenaere : Helmbrecht 0 

Konrad von Wtirzburg : Engelhard 1 

Konrad von Wtirzburg : Heinrich von Kempten 1 

Konrad von Wtirzburg : Der Welt Lohn 0 

Konrad von Wtirzburg : Das Herzmaere 0 

Ulrich von Etzenbach : Herzog Ernst D 11 

Seifried Helbling 8 

Ruprecht von Wtirzburg : Die zwei Kaufleute 0 

計 281

古高ドイツ語に関しては辞書の mannilichの項に”lndef. Pron., 
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jeder, jeder Mensch.FP. N. 0. TV.“との記載があるのみであるが，中高

ドイツ語の文芸作品においてmanlichはwiplichよりはるかに多く登場す

る（総用例数116: 281). この281とし、う用例数とても18万余行中であるこ

とを考えると，筆者の予期したよりも，はるかに少いものである。このよ

うな数差の機械的比較が多くの意味を持たないとしても，上表を wiplich

に関する I,2の表と比較するとき， manlichという語の普及がwiplichの

それよりも時期的に一歩先んじていたことは，疑えないようである.12世

紀中葉の，，DasAlexanderlied“における wiplich0回に対する manlich10 

回， 1180年前後に成立した，，HerzogErnst“における wiplich4回に対す

るmanlich17回，また，，Eneid“の wiplich( + unwiplich) 2回に対する

manlich37回といった使用頻度の差は，ストーリーから来る偶然と呼ばれ

るにはあまりに大きい．この現象については，まずmanlichが一般化して，

それに倣ってwiplichも多用されるに至ったと解されてよいのではあるま

し、カミ．

それの証明というわけでは毛頭ないが，一つ興味深い事実を指摘

しておこう．

,,Eneid“全編を通じてwiplichがただ l例使用されていると言えば

（他にunwiplichが 1例），作品中の二人の女主人公ディドー，ラ

ヴィーニアのいずれかにそれが関連していると想像される．事実は

そうではない．この語が用いられているのは，騎士として戦う女傑

カミルレに関してのみであり（5179），彼女は同時にまたmanlichと

も形容される人物なのである（8793,8827, 8906, 9502）.女性の中

でも manlichと形容される女性に関してのみ， wiplichは用いられて

いるのである．あたかも wiplichがmanlichからの連想においての

み，ないしmanlichとの二重写しにおいてのみ，登場しえたかのご

とくである．

manlichの一般化を追うように wiplichも文芸作品に多用されるに至っ

た現象は，騎士文化の繊細化と密に関連しているのであろうが，同時に

manlichという語自体もまた，時の推移と共に，意味内容にこまやかさを

n斗‘口。
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加える．

wiplkhと同様manlichにおいても，「男性の」という即物的性別の表現

は，筆者が予想したよりもはるかに稀である．そして vorhofischの世界に

属する作品にあってはmanlichの内容はかなり単純で，「勇敢な，怯まぬj

といった類の意味で戦闘場面の記述に多用され，中でも多いのは muottこ

かぶせる付加語的用法である．たとえば，，Alexanderlied“における10例中

9例，，，Eneid“における37例中 6例がそれに該当している. manlichが戦

闘場面に圧倒的に多く登場することはその後も変わらないが，ハルトマ

ン，ヴォルフラムといった宮廷騎士詩人においてこの語はしばしば微妙な

陰影を帯びて登場する．すなわち単なる「勇猛」のみならず，憐感の情や

寛大の心，さらには宮廷人のミンネにおける正しき振る舞いとの関連で多

く用いられるに至るのである．とくにヴォルブラムは manlichをtriuwe

herze, zuht等，宮廷社会で重要視された諸概念を表す名詞にかぶせて多用

している．

I, 1, b）の表に倣い，比較の一助として， manlichが付加語としてかぶ

せられた名詞の総計176例のうちで， 3例以上存在するものをここに表示

しておこう：

muot 24 site 14 ellen 12 sm 11 wer 11 

kraft 8 triuwe 7 herze 6 dine 5 zuht 5 

man 5 ger 4 tat 4 hant 3 vreude 3 

（以下44種の名調がそれぞれ2-1回manllchを付加語として用いられている．）

I, 1, b）での言及に倣って，意味の比較的neutralな名詞siteおよび

sinの付加語としてのmanlichについて考えるならば， manlichersiteにお

いてはそのほとんど全例が「勇猛」の意味であり， manlichersinでは「勇

猛」と「（ミンネにおける〉誠実」の意味での使用がほぼ相半ばしている．

いずれにせよ， positivな意味内容のものである．

両表の比較は， wiplich・ manlichの修飾を受ける名詞に関して，さらに

興味深いものをさまざまに浮かび上がらせる．

付加語としての総用例数においては， wiplichはmanlichの約半数に過ぎ
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ないにもかかわらず， triuwe,zuhtにかぶせられる回数は，両形容詞とも

ほぼ等しい.triuweもzuhtも宮廷の男女に共に求められる徳であったとは

いえ，これらの徳は婦人において，やはりより重要に扱われていたことを

ここに窺うべきかも知れない．

またmanlichとは異なって wiplichがellen,wer等にかぶせられないのは

当然であるが， manlichがもっとも多く（24例）かぶせられる名詞muot

に， wiplichはl度もかぶせられないという事実は，中高ドイツ語のmuot

が今日のMutとは異なり，単に「勇気」のみならず情意のすべてにまたが

る広い意味範囲を持っていたとし、う常識的な見方を踏まえれば，やはり興

味をひく．筆者もこの常識を否定するものではない．しかし付加語

wiplich ・ manlichの視角から見るならば， wiplich: manlichの用例数比

0 : 24は無視されるべきではない．この大きな差は古い Alliterationの伝

統からのみ説明されるであろうか？ muotという語の惹起するイメージが

当時すでに男性的，闘争的な感情へとやや傾いていたことをここに読み取

ることは不可能であろうか？ wiplicher muotが決して見出されないのに

対し， 1例とはいえ仰wiplichermuotは発見される（文例35）としみ事実

も，同じ方向へ示唆していないであろうか？これは， hohermuotといった

概念の存在を考えても決して意外なことではないが， wiplich・ manlichの

視角から行なった一つの認識として記しておきたい．

他方， wiplichがもっとも多く (16例）付加語として用いられる名詞

guete に， manlichはごく僅か（ 2例： Parzival252・23, Willehalm 

368・19）しかかぶせられないという事実も，宮廷文芸においてgUeteとい

う語が惹起したイメージの傾きを探る上にいささかのヒントを与えてくれ

るのではないであろうか？形容詞guotと同様，名詞gUeteも「良さJ「善

良」「高貴」「優しさJ「親切J等々にまたがって意味範囲がきわめて広く，

作品中でこの語に出会うとき，われわれは各コンテクストにおけるその真

意を摸索して苦しむものである．しかしgUeteの付加語としての wiplich・ 

manlichの用例数比が16:2であるとしづ事実は， gUeteの意味を考える

上に，やはりある種の拠り所を与えているであろう．
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そして manlichが，，DasNibelungenlied“および，，Kudrun“にただの 1例も

発見されないことは， wiplichにおけると同様である．闘争場面に事欠かぬ

のは共通であるにもかかわらず，たとえば，，Willehalm“においては枚挙に

いとまなく登場する manlichが，いわゆる英雄叙事詩にはまったく使用さ

れていないこと，これは単なる偶然とは考えられないのである．

むすび

名詞manから作られたmanlichは12世紀中葉から一般化し，それより一

歩遅れてーあるいはmanlichが普及したことの影響を受けて－ wiplichも

頻繁に用いられるに至る．中高ドイツ語文芸の最盛期当時においては，こ

の両語は比較的モダ、ンな語葉に属していたのであろう．両語は明らかに宮

廷的騎土文化の中でドイツ語に定着したと考えられるが，これが大まかに

言ってドイツ語圏西部から普及して行ったことは，この両語を登場させな

い英雄叙事詩におけるのとは対照的tこ，， Straβburger Alexander 

,,Eneid“，またノ、ルトマン，ヴォルフラム，ゴットフリート等の作品におけ

る使用によって暗示されている．

ドイツの騎士文化はフランドル地方からの影響を色濃く受けており，そ

の跡は言語の上にもいろいろと認められる．しかし manlich・ wiplichの両

語の普及を西北方からと限定しうるか，広く西方からと言うべきか，研究

の現段階では，筆者は明言を控えざるをえない．

manlichおよび、wiplichの基本的な意味を「男性的」「女性的j等と規定す

ることは容易である．しかしこれらの語はどのようなコンテクストで用い

られ，中世文芸の世界においてその「男性的」「女性的jは，具体的にし、か

なる意味内容を有しえたか，そして12世紀から13世紀における騎士文化の

展開の中で，それがどのような変化を見せるか，かかる関心から，両語の

示す意味の襲を筆者はいささか探ってみたのである. wiplichは時として

忍従の心情との，かと思うと感情を抑制できぬ非理性の行動との関連で用

いられることもあるが，その大多数は優雅，誠実，優しさ等を具えた宮廷

婦人に対する称賛との関連で使用されている．他方， manlichはその用例
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の圧倒的多数が，勇敢で雄々し＼，、性格や行動を指しているが，それはやが

て情を弁えた，フェアな，誠実な，優雅な性格や行動との関連でも使用さ

れるようになる．ここに至ると，たとえ本来wipとmanが反義語であった

としても， wiplkhとmanlichはもはや必ずしも反義語ではない．文例 8)

に窺われる wiplichの意味と文例 53)'54）のmanlich，文例 29）～35）の

wiplichと文例55）のmanlichの聞には，相通ずるものが存在し，成熟した

宮廷文化の中においてはwiplichもmanlichも，優雅，誠実，憐感、等，共通

の宮廷的美徳を指し示すのである．

本稿を草しているとき，田辺聖子氏による「『源氏物語』男の世界」が筆

者の目に触れた．繕いて，「雄々しき」頭の中将と対照される「女々しき」

光源氏に紫式部は軍配を上げているという田辺説にたまたま出会い，筆者

は微笑を誘われる．中世ドイツ叙事文芸にあっては， wiplichもmanlichも

共に宮廷的な意味でpositivに用いられることが圧倒的に多く，両語の意味

の聞に価値の優劣は論じがたい．ただwiplichが男性に関して用いられる

と，もっぱら「女々しい，弱々しし、J等といったnegativな価値表現とな

るのに対し， manlichが「優しさを欠いた，凶暴な」等のnegativな意味で

使用される例は筆者の資料にはーっとしてなく，たとえこれが女性に関し

て用いられる場合ですら，それは「毅然たる、濠々しし、」等といった

posit ivな価値を表現するのである．

以上述べたことは，筆者の手もとの僅かな資料を踏まえるに過ぎない．

研究を発展させるためには，今後さらにテクストの幅を拡大し（たとえば

叙情詩，宗教文芸等にも〉，また他の類義語をも含めたものに調査を広げ

てゆかねばならぬであろう．はじめにことわった通り，本稿はあくまで準

備的なスケッチに過ぎない．

注釈

1) たとえば独和大辞典（小学館 1985）参照．同書にはさらに文法用語としての

ein weibliches Hauptwort，音楽用語としてのweiblicheEndung，韻律学用語

としての einweiblicher Reim等があげられている．その他 Duden.Das 

groI3e Worterbuch der deutschen Sprache in 6 Banden (1976-81)等参照．
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中高ドイツ語に関してはGeorgFriedrich Benecke : Mittelhochdeutsches 

Wりrterbuch. Ausgearb. von Wilhelm Muller und Friedrich Zarncke. 3 

Bde. -Leipzig 1854-66. Matthias Lexer : Mittelhochdeutsches Handwbr-

terbuch. 3 Bde. Leipzig 1872 8参照．

2) 調査の対象としたのは次のテクストである：

① Pfaffe Lamprecht : Das Alexanderlied (Stra.Bburger Alexander). Text, 

Nacherz油 lung, Worterklarungen, hrsg. von Irene Ruttmann 

Darmstadt 197 4 

② Heinrich von Melk : Das Priesterleben ; Von dem gemeinem lebene , 

Von des todes gehugde. Aus : Die religibsen Dichtungen des 11. und 

12. Jahrhunderts. Nach ihren Formen besprochen und hrsg. von 

Friedrich Maurer. Bd. ill Tubingen 1970 

③ Pfaffe Konrad : Das Rolandslied. Zweibandige Ausgabe von Dieter 

Kartschoke. Bd. I : Mhd. Text und Obertragung Munchen 1971 

④ Herzog Ernst. In der mhd. Fassung B nach der Ausgabe von Karl 

Bartsch hrsg., ubers., mit Anmerkungen und einem Nachwort versehen 

von Bernhard Sowinski. (Universal Bibliothek Nr. 8352 57) Stuttgart 

1970 

⑤ Heinrich von Veldeke : Eneasroman. r、fach dem Text von Ludwig 

Ettmuller ins Neuhochdeutsche ubersetzt, mit einem Stellenkommentar 

und einem Nachwort von Dieter Kartschoke. (Universal-Bibliothek Nr. 

8303) -Stuttgart 1986 

⑥ Moriz von Craun. Hrsg. von Ulrich Pretzel. 4., durchgesehene Aufl. 

(A TB. 45) -Tu bingen 1973 

⑦ Hartmann von Aue : Erec. Hrsg. von Albert Leitzmann, fortgefohrt von 

Ludwig Wolff. 6. Aufl. besorgt von Christoph Cormeau u. Kurt 

Gartner. (A TB. 39）← Tii bingen 1985 

⑧ Hartmann von Aue : Gregorius. Hrsg. von Hermann Paul, 13. neubearb. 

Aufl., besorgt von B. Wachinger (ATB 2) -Tiibingen 1973 

⑨ Hartmann von Aue : Der arme Heinrich. Hrsg. von Hermann Paul., 15. 

neubearb. Aufl., besorgt von G. Bonath (ATB 3) Tiibingen 1984 

⑩ Hartmann von Aue : Iwein. Hrsg. von G. F.Benecke u. K. Lachmann. 

neu bearb. von Ludwig Wolff. 7. Ausgabe. Bd. 1. Text -Berlin 1968 

⑪ Das Nibelungenlied. Nach der Ausg. von Karl Bartsch hrsg. von Helmut 

de Boor. 21. revidierte u. von Roswitha Wisniewski erganzte Aufl 

(Deutsche Klassiker des Mittelalters) -Wiesbaden 1979 

⑫ Diu Klage. Hrsg. von Karl Bartsch Leipzig 1875 (Nachdruck 
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Darmstadt 1964) 

⑬ Wolfram von Eschenbach : Parzival.Text, Nacherzahlung, Worterkla-

rungen, hrsg. von Gottfried Weber. 2. Aufl. Darmstadt 1967 

⑭ Wolfram von Eschenbach : Willehalm. Titurel. Text, Nacherzahlung, 

Anmerkungen und Worterklarungen, hrsg. von Walter Johannes 

Sc hrりderu. Gisela Hollandt Darmstadt 1971 

⑮ 向上．

⑮ Wirnt von Gravenberc : Wigalois, der Ritter mit dem Rade. 1. Bd 

Text. Hrsg. von ] . M. N. Kapteyn. (Rheinische Beitr込ge und Htilfs 

bticher zur germanischen Philologie und Volkskunde. Bd. 9) Bonn 

1926 

⑫ Gottfried von StraI3burg : Tristan und !sold. Hrsg. von Friedrich Ranke. 

7. Au fl. -Berlin 1963 

⑮ Rudolf von Ems : Der guote Gerhart. Hrsg. von John A. Asher. 3., 

durchgesehene Aufl. (A TB. 56) Ttibingen 1989 

⑩ Kudrun. Hrsg. von Karl Bartsch. 5. Aufl., tiberarbeitet und neu 

eingeleitet von Karl Stackmann. (Deutsche Klassker des Mittelalters) 

Wiesbaden 1965 

⑫ Wernher der Gartenaere : Helmbrecht. Hrsg von Friedrich Panzer. 9. 

Aufl. besorgt von Kurt Ruh (A TB. 11) Ttibingen 197 4 

⑫ Konrad von Wtirzburg : Engelhard. Hrsg. von Ingo Reiffenstein. 3. , 

neubearb. Aufl. der Ausgabe von Paul Gereke. (A TB 17) Tu bingen 

1982 

⑫ Konrad von Wtirzburg : Kleinere Dichtungen I. Der Welt Lohn・ Das 

Herzmaere ・Heinrich von Kempten. Hrsg. von Edward Sc hrりder. 10. 

Aufl. -Hedingen 1970 

⑫ Konrad von Wtirzburg : Kleinere Dichtungen II. Der Schwanritter ・Das 

Turnier von Nantes. Hrsg. von Edward Schroder. 5. Aufl. Hedingen 

1974 

⑫（Wahrscheinlich von) Ulrich von Etzenbach : Herzog Ernst D. Hrsg. von 

Hans Friedrich Rosenfeld. (ATB. 104) -Ttibingen 1991 

R Seifried Helbling (Der kleine Lucidarius). Hrsg. und erklart von Joseph 

Seemtiller. -Halle a. S. 1886 (Nachdruck: Hildesheim・Ztirich・New York 

1987) 

⑮ Ruprecht von Wtirzburg : Die zwei Kaufleute. Aus : Mittelalter -Texte 

u. Zeugnisse. Hrsg von Helmut de Boor. Bd. 2 Mtinchen 1965 

3）たとえば Duden. Das groI3e Worterbuch der deutschen Sprache in 6 
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Banden. Bd. 6. weiblichの項参照．

4) 他にherzeとの結び付きが 3例あるが（Parzival477・11,551・29; Der 

guote Gerhart 5002) .これらのherzeを身体部分と見倣すことには無理があ

ろう．

5) 長母音を示す《の有無はここでは引用テキストのそれに従う. wiplichと

wiplich, manlichとmanlichの区別も校訂者によるかなり恋意的なものであ

るが，ここではそれについてもすべて引用テキストに従う．

6) 次のようなwiplichezwipとし、う表現は，形容詞wiplichが即物的性別表示か

ら遠く隔たった端的な例を示していよう：

mit t6de giltet nu din lip I daz ie so wiplichez wip I <lurch dich zebrach 

unser e. Willhalm 75・11 3 （さあ，そなたは死をもって，かくも wiplichな婦

人がそなたゆえにわれわれの提を破ったことの償いをするのだ．）類似例

Parzival 10・17

7) あるいは文例 38）をこれに数えるべきか？

8) またParzival10・12のwiplich等にも「母性」の響きがあるし，文例7）の

wiplichも一接続詞undの解釈如何にもよるが 「母性的」なニュアンスを

もって解すべきかも知れない．

9) 文例 4）参照．

10) 165, 297, 537, 1020 

11) 5179' 11548 

12) 文例25）参照．

13) 894, 3010, 3280, 5107, 5762, 5913, 6224, 6386, 9702, 9711, 9940 

14) 文例36）参照．

15) 1603, 1800, 2299 

16) 721 

17) 4・11,10・17'12・6,24・8,28・12,54・26,91・7,94・30,110・28,

160・30,192・2,252・16,257・28,260・8,264・6,279・15,301・12,

332・13,394・13,404. 24, 414. 30, 431・10,435・16,477・11,510・

20, 547・28,551・29,614・29,630・20,643・24,656・4,696・1,729 

・22,734・12,819・25

18) 14・7,75・12,157・8,160・15'169・4,248・1,260・8,456・13

19) 5・1,34・3,36・4,96・2,115・4,130・2,153・4

20) 272, 8269, 8661, 8969, 9137' 9141, 9179, 9974, 11455, 11572 

21) 1651, 8299' 8467' 18084 

22) 1662' 2164' 2318' 2936' 3001, 3211, 4997' 5002' 5219' 5222' 5243 

23) 文例 1）参照．

24) 4420 
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25) 45, 48, 64, 255, 1693, 3452 

26) I・1178, I ・ 1344, I ・ 1359, II ・ 970, XI • 57 

27) 166, 245, 373, 873 

28) Rudolf Schi.itzeichel : Althochdeutsches Worterbuch -Ti.ibingen 1969 

29) 文例 4）参照．

30) 12世紀末期に成立した作品で、あるが， FassungAは断片しか伝えられていな

いので，筆者はFassungBを使用した．これの成立は13世紀初期であるけれ

ども，描かれた世界の基調は，ハルトマン，ヴォルフラム等のそれに先立つ

ものである．

31) 「むすび」参照．

32) 類似文例： Willehalm152・13,281・7等．

33) 単なる即物的性別指示から隔たった極端な例として，勇猛に戦う女性に関連

してmanllchの用いられたEneid8793, 8827, 8906を挙げることができる．

34) 文例 8）参照．

35) 類似例Parzival430・20

36) 1633, 1715, 2705, 3246, 3803, 4527, 4559, 6210, 6782, 6886 

36a) 2947 

37) 44, 1190, 1695, 1698, 1794, 2007, 2308, 2357, 3356, 3743, 4107, 4593, 

4763, 4966, 5138, 5568, 5575 

38) 242, 1596, 1840, 1855, 3630, 3725, 4063, 4071, 4124, 4449, 4638, 4714, 

5919, 5942, 5997, 6057, 6183, 6328, 6766, 7214, 7297, 7584, 7837, 

8737, 8761, 8793' 8827' 8906' 8926' 9068, 9502, 9739' 10760' 11311, 

11519, 12141, 12508 

39) 845, 904, 2534, 2629, 5773, 8144, 8619, 8838, 9099, 9187, 10042 

40) 2092, 2387 

41) 3004' 3719' 3722, 7101, 7236 

42) 1025, 1351 

43) 15・15,39・3,57 . 1, 89・22,90・26,90・27,92・19'101・22,107・

25, 108・18,110・8,111・19,112・27,112・30,121・10'172・7'172 

・12,188・15'196・23,213・15,248・21,252・23,260・27,291・6,

297・14,299・12,305・29,315・21,316・13,317・23,317・29,329・

9, 331・23,344・5,361・6,364・29,370・1,386・2,410・6,415・5,

418・22,427・27,430・20,451・4,451・19,455・28,461・16,520・

30, 524・13,527・30,538・18,548・6,564・25,583・24,597・27,

625・5,649・14,665・19,675・30,677・24,678・21,692・13,698・

10, 701・20,704・28,708・4,712・15,717・27,732・9,736・7,737 

・16,747・13,763・24,820・3,823・24,823・27,825・5
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44) 7・3,11・1,11・6,11・15,13・7'14・14,19・15,22・3,24・10,26・

10, 29・10,32・26,40・30,46・7,47・7,51・19,52・8,74・12, 77 

・15,77・18,95・3,95・4,96・25,105・6,149・12'152・13' 152・

17' 153・14,165・26,208・14,226・7,226・30,233・2,242・8, 253 

・21,254 . 15' 260・13,271・28,281・7'300・18,304・4,313・25,315 

・15,322. 1, 342・21,343・1,348・29,354・26,357・14,362・10,362 

・23,367・10,368・19,372・6,374・21,375・2,380・23,382・21,389 

・21,412・3,413・19,422・7,424・26,430・17,435・8,444・26,453 

・2,456・12,458・11,459・24

45) 78・2

46) 3124' 7394' 7537' 10170' 10330' 10487' 10911, 10943' 11017' 11093 

47) 5469, 5940, 9836, 10855, 13110, 13252, 15777' 18454, 18456 

48) 773, 803, 1158, 1336, 1632, 2038, 4495, 6642 

48a) 3683 

49) 606 

50) 902, 1363, 1455, 1553, 2122, 2155, 3104, 3883, 3897, 4217, 4833 

51) XIII ・ 26, XIII・68,XIII ・ 73, I ・ 554，ト 852, VIII ・ 1144, VII・979,

VII ・ 1190 

52) 注 28）参照．

53) たとえば文例 42),43）参照．

54) 1840, 6057, 8793, 8926, 9068, 10760 

55) ミンネの場面でのmanlichの使用は，，Eneid“にも見られる．しかし，，Eneid“

においてこの語がミンネの場面に用いられるとき，おおむねそれは愛する者

たちの絡み合いを闘争に嘗える場合である (1840,1855等）．これと文例

56）～58）等との比較はハルトマン，ヴォルブラム等の世界とフェルデケと

の隔たりをむしろ浮かび上がらせる．

56) Deutsche Wortgeschichte. 3 Bde. 2., neubearb. Aufl. von Friedrich Maurer 

u. Friedrich Stroh -Berlin 1959 (Grundrif3 der germanischen Philologie. 

Nr. 17). Bd. I, S. 157ff.参照．

57) 岩波書店 1991 

58) 133～88ページ．

59) 文例 36),39）等参照．また女t性を誘惑者とする negativな文例が筆者の資

料には l例見出される．文例4）参照．

60) 上注 33），文例40）また，，，Willehalm“226・30,,,Wigalois“11017等参照．
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